
概要版 

 

 近年、少子高齢化の進行や家族形態・ライフスタイルの多様化、地域コミュニティの変

容等、社会を取り巻く環境は大きく変化しており、育児や介護、就労をめぐる問題がます

ます複雑化・深刻化しています。 

 その一方で、「男は仕事、女は家庭」という固定的な性別役割分担意識や慣習・しきた

りは、未だ根強く残っており、負担や責任が男女どちらかに偏ることによってさまざまな

問題の解決を困難にしている状況にあります。 

 このような状況の中、環境の変化に対応し、持続可能な活力ある社会を創っていくため

にも、全ての人が性別や年齢にとらわれることなく一人ひとりの個性、資質、能力を認め

合い、十分に発揮し、支えあって暮らせる「男女共同参画社会」の実現が不可欠といえま

す。 

 桐生市では、社会状況の変化や市民意識調査結果等を踏まえ、これまで各施策の指針と

してきた「桐生市男女共同参画計画（平成２３年度～平成２７年度版）」を継承しながら

もさらなる推進を図るため、今回「桐生市男女共同参画計画（平成２８年度～平成３２年

度版）」を策定いたしました。 

 男女共同参画はあらゆる分野に関わることから、市民・企業・地域活動団体等、多くの

皆様とともに力をあわせて取り組みを進めていくことが必要ですので、皆様の一層のご理

解、ご協力をお願い申し上げます。 
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◆この計画は、「男女共同参画社会基本法」第１４条第３項に基づく市町村男女共同参画計 

 画です。 
 
◆この計画は、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」第２条の３第 

 ３項に規定される「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関す 

 る基本的な計画（市町村基本計画）」を含有しています。 
 
 ◆この計画の「基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画推進」の施策等については、 

 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律(女性活躍推進法）」第６条第２項に規 

 定される「女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての計画（市町村推進 

   計画）」を兼ねています。 
 
◆この計画は、桐生市の最上位計画である「桐生市新生総合計画」の個別計画としての性格 

 を有するとともに、その他の市関連計画との整合性を持つものです。 

計画の性格  

◆この計画の期間は、平成２８年度（２０１６年度）から平成３２年度（２０２０年度）まで 

 の５年間とします。 

◆計画期間中に社会経済情勢の変化があった場合は、必要に応じて見直しを行います。 

計画の期間  

 
計画の着実な進行と成果の見える化を目指し、毎年度、各施策の具体的な事業の進行状況に 

ついて点検・協議し、ホームページ等で「実施状況報告書」を公表します。 

計画の進行管理  
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男女が社会の対等な構成員として互いを尊重し、自らの意思によって社会

のあらゆる分野における活動に参画し、いきいきと暮らすことができる                  

                      を目指します。                                                

 
 
 
 
 

男女共同参画社会の実現 

計画の基本理念  

 

Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり 

 全ての市民が男女共同参画や人権について正しく理解し、家庭や地域、学校、職場等に残

る「固定的な性別役割分担意識」を解消するとともに、一人ひとりがお互いの人権を尊重し、

「男女問わず誰もが能力を発揮できる環境づくり」に自ら取り組んでいけるよう支援します。 

 

Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画推進 

 男女が家事・育児・介護等について助け合いながら、ともに仕事と生活の調和（ワーク・

ライフ・バランス）を図りつつ、あらゆる分野において活躍できるよう支援します。特に、

男性の家庭や地域への参画を可能とするための環境づくりや子育て支援を強化し、働く女性

のさらなる活躍推進を図ります。 

 

 Ⅲ 男女がともに安全安心に暮らせるまちづくり 

 男女が安全安心に暮らせる環境づくりのため、女性や子どもへの暴力根絶に向けた啓発・

被害者支援を行うとともに、男女共同参画の視点を取り入れた地域防災体制の確立を目指し

ます。また、誰もが健康で、自立して社会に参画するための支援体制の充実を図ります。 

 

計画の基本目標  
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基本目標 施策の方向 施策目標

１） 意識改革のための広報・啓発の推進

２） 男女共同参画に関する情報提供の充実

１） 学校教育における男女平等・男女共同参画意識の醸成

２） 男女共同参画の視点に立った家庭教育支援

３） 地域における男女共同参画に関する学習の推進

１） 人権を尊重する意識の醸成

２） 人権相談窓口の活用推進

１） 男女共同参画に対する男性の理解の促進

２） 男女共同の家事・育児・介護推進のための環境整備

１） 行政分野における女性の参画拡大

２） 職場や地域活動等における女性の参画拡大

１） ワーク・ライフ・バランス推進のための啓発

２） 子育て支援施策の充実

３） 多様な生き方・働き方をするための支援の充実

１） 女性に対する暴力を根絶するための基盤づくり

２） 配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等の推進

３） 子どもに対する暴力の根絶に向けた対策の推進

４）職場等におけるハラスメント防止の推進

１） 防災施策への男女共同参画の視点導入

２） 防災の現場における女性の参画拡大

１） さまざまな世代への健康管理支援

２） スポーツ活動の推進

１） ひとり親家庭が安心して暮らせる環境づくり

２） 高齢者が安心して暮らせる環境づくり

３） 障害者等が安心して暮らせる環境づくり

４） 外国人住民が安心して暮らせる環境づくり

Ⅱ

あらゆる分野
における
男女共同参画
推進

１ 男性にとっての

　 男女共同参画の推進

２ 政策・方針決定過程

　 への女性の参画拡大

３ 仕事と生活の調和

　（ワーク・ライフ・

    バランス）の実現

Ⅰ

男女共同参画
社会の実現に
向けた
基盤づくり

１ 社会制度や慣行の

　 見直し

２ 男女共同参画の視点に

　 立った教育の推進

３ 人権の尊重

Ⅲ

男女がともに
安全安心に
暮らせるまち
づくり

１ 女性や子どもに対する

    あらゆる暴力の根絶

２ 男女共同参画の視点に

　 立った防災体制の確立

３ 生涯にわたる健康

    づくり支援

４ 支援を必要とする

    男女が安心して

    暮らせる環境づくり

計画の体系  

強化 
項目 

強化 
項目 


